
選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号  

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

１ . 中 小 建 設 業 に お け る 担 い 手 確 保 の 課 題  

( 1 ) 人 材 確 保 の 促 進 （ 人 材 ） ①  

建 設 業 は 他 の 業 界 と 違 い 、 大 量 生 産 や 画 一 的 な

サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 面 が 少 な く 、 基 本 的 に オ ー

ダ ー メ イ ド の も の づ く り を 行 っ て い る 。 そ の た め

豊 か な 経 験 と 知 識 を 有 す る 技 術 者 が 不 可 欠 で あ る 。

よ っ て 、 技 術 的 知 見 の 継 承 の 観 点 ② か ら 、 技 術 者

を 継 続 的 に 確 保 す る こ と が 課 題 ③ で あ る 。  

 

① 小見出しは、課題と観点（括弧書き）が記載されていると思います。まず課題ですが、「人材確

保」なら課題として理解できますが、「人材確保の促進」となると違和感があります。これは、促

進が付くことによって、行政が中小建設業者に対し「人材確保しなさいよ」と働きかける行動のよ

うに見えます。内容を踏まえると「人材確保」で良いと思いますが、担い手確保の課題を示すのに

人材確保では課題になっていないようにも見えます。また、課題が人材確保であるにも関わらず、

観点も人材では重複しています。 

② 小見出しの観点と差異がありますね。どちらかに統一しましょう。ただし、この観点は少々問題が

あります。観点とは、見方や立場を示すものとなります、「技術的知見の継承」まで書いてしまう

と見方というより、課題や解決策に近い表現です。さらに技術継承という課題は、人材確保という

より、人材育成のようにも感じます。この場合であれば、例えば「持続性の観点」などになると思

います。 

③ ①のとおり、課題設定が気になります。担い手確保＝人材確保と考えます。これは、「りんごをお

いしく食べるためにはどうすればいい？」と問われているのに対し、「おいしく食べることが課題

です」と回答しているようなものです。いずれにせよ課題を再整理する必要がありますね。 

※ 課題設定は、重複や論点ズレが起きやすいので、論文を書き始める前に骨子を作成し、筋道が

通っているか、重複していないか、論点がズレていないかなどを確認するとよいでしょう。 
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( 2 ) 働 き 方 改 革 の 促 進 （ 労 働 環 境 ）                

我 が 国 で は 、 人 口 減 少 期 に 入 っ て お り 、 建 設 産

業 全 体 の 就 業 者 数 は 年 々 減 少 し て い る ④ 。 ま た 雇

用 ・ 労 働 環 境 の 厳 し さ ⑤ か ら 、 離 職 す る 若 手 は 少

な く な い 。 よ っ て 労 働 者 確 保 と 定 着 の 観 点 ⑥ か ら 、

働 き 方 改 革 を 推 進 ⑦ す る こ と が 課 題 で あ る 。  

 

( 3 ) 建 設 現 場 の 生 産 性 の 向 上 （ 生 産 性 ）  ⑧             

・ 建 設 事 業 費 に は 建 設 資 材 と 人 件 費 が 大 き な 割 合

を 占 め て い る ⑨ 。 原 油 価 格 の 上 昇 や 円 安 の 影 響 に

よ り 建 設 資 材 が 高 騰 し 、 企 業 の 実 行 予 算 を 圧 迫 し

て い る 。 よ っ て 適 正 な 労 働 賃 金 を 確 保 す る 観 点 ⑩

か ら 、 建 設 事 業 費 を 下 げ る た め 生 産 性 を 向 上 さ せ

る こ と が 課 題 ⑪ で あ る  

 

⑧ これも観点と課題が重複していますね。 

⑨ 「建設事業には・・・割合を占めている」となっており、主語述語がおかしいです。主語を「建設

事業の費用構成は」にするか、述部を「大きな割合で含まれている」にするかどちらかですね。 

⑩ 小見出しと観点が異なることと、解決策に近くなっていることが気になります。 

④ 問題文と重複している内容であり不要です（働き方改革を必要とする背景に特化させましょう）。 

⑤ 安全・衛生、就労時間、教育面など、環境の厳しさをもう少し具体性を持って書くと良いと思いま

す。 

⑥ 小見出しの観点と差異がありますね。どちらかに統一しましょう。労働者確保は③のとおり、題意

そのものですから、小見出しの「労働環境の観点」を採用ですね。 

⑦ 些末な話ですが、小見出しと差異があります。促進または推進のどちらかに統一しましょう。 
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2 . 最 も 重 要 な 課 題 と 解 決 策                        

建 建 設 技 術 が 求 め ら れ る 「 建 設 現 場 の 生 産 性 の 向

上 （ 生 産 性 ） 」 を 最 も 重 要 な 課 題 と し て 選 定 し 、

以 下 に 解 決 策 を 述 べ る ⑫ 。  

 

( 1 ) 適 正 な 工 期 の 確 保                              

・ 短 期 間 の 工 期 、 年 度 末 工 期 ⑬ の 生 産 性 は 、 資 材

調 達 や 技 術 者 お よ び 作 業 員 の 配 置 な ど に 影 響 さ れ

る 。 よ っ て 、 発 注 者 に お い て 発 注 見 通 し の 公 表 や

余 裕 期 間 制 度 の 活 用 、 工 期 設 定 支 援 シ ス テ ム を 利

用 し た 適 正 工 期 の 確 保 を 行 う ⑭ 。 そ れ ら に よ り 受

注 者 に 計 画 的 か つ 柔 軟 な 作 業 工 程 を 与 え 生 産 性 が

向 上 す る 。    

⑫ 選定理由もありますし、端的で分かりやすいと思います。また、解決策がたくさん記述されてお

り、感心しました。しかし、たくさん書いてあることで、解決策が総花的になっています。特に力

をいれたい解決策に絞り込み、掘り下げる必要があります。 

⑪ 「建設事業費を下げるため」とありますが、目的がズレているように感じます。建設コストを下げ

るために生産性を上げるのではなく、労働条件改善のために生産性を上げるのではないでしょう

か。つまり、ここの課題は、物価高騰のしわ寄せが労務単価の圧縮につなげない取り組みが課題と

の主張ではないでしょうか。そうなると、適正な建設工事の契約、入札方式といった方面に課題を

設定した方が良さそうです（観点は制度面）。そうした場合、この生産性の向上は、（１）の課題

の代替にしてしまえば良いと思います。人手不足→労働時間の肥大化→省力化の観点→生産性の向

上が課題といったロジックですかね。 
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( 2 ) 入 札 制 度 の 改 善  

 中 小 企 業 が 受 注 す る 、 発 注 ロ ッ ト の 小 さ い 事 業

は 作 業 が 細 切 れ に な り 、 効 率 性 に 欠 け る 。 よ っ て

複 数 の 事 業 を ま と め る 包 括 的 民 間 委 託 や 複 数 年 契

約 方 式 ⑮ の 積 極 的 な 活 用 を 推 進 す る 。  

 

( 3 ) 調 査 期 間 の 短 縮  

・ 調 査 に お い て は 、 ド ロ ー ン に よ る 計 測 、 航 空 機

測 量 、 衛 星 画 像 を 使 用 す る ⑯ 。 ま た P L A T E A U  

を 利 用 し 検 討 を 実 施 す る ⑰ 。 こ れ ら の 方 法 は 、 広

い 範 囲 の デ ー タ を 早 期 に 取 得 し 活 用 す る ⑱ こ と が

可 能 と な る 。           

 

⑯ 使用するのは誰で、何の調査なのか不明です。手法も計測であったり、測量であったり、画像であ

ったりと多岐に渡っており、具体性に欠けます。さらに、生産性向上との関連性も不明です。 

⑮ どのような場面で活用するのかといった具体例があると良いと思います。 

⑬ 短期間工期への対応策は記載されていますが、年度末工期に対する対応策がないですね。例えば、

翌債、繰越などによる工事発注時期の平準化などが考えられます。 

⑭ 少し総花的な印象を受けます。手法を目的別に説明するなど、分かりやすく説得力ある構成にしま

しょう。例えば、「発注者は、工期設定支援システム等を用い適切に工期を設定する。また、受注

者が柔軟な作業工程の検討できるよう、必要に応じて余裕期間制度の活用検討も行う。他方、翌

債、繰越などを積極的に導入し、工事発注時期の平準化を図る。平準化と合わせ、発注見通しを公

表し計画的な受注を促す。」といった具体に適切な工期設定と計画的な受注支援といった目的ごと

に書くと分かりやすくなると思います。 
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（ ４ ） デ ジ タ ル 化 と デ ー タ 共 有                          

・ 調 査 等 で 得 ら れ た 情 報 を デ ー タ ー ベ ー ス 化 し 、

容 易 に 設 計 や 工 事 に 活 用 で き る よ う に す る ⑲ 。 ま

た 、 デ ジ タ ル 化 さ れ た デ ー タ を 関 係 者 間 で 共 有 す

る ⑳ 。 こ の デ ー タ 共 有 に よ り 、 作 業 の 効 率 化 を 進

め る こ と が で き る ㉑ 。  

 

( 5 )  I C T 建 機 の 導 入                                

・ I C T 建 設 機 械 を 全 面 的 に 活 用 し 、 時 間 短 縮 、 省

人 力 化 に 取 り 組 む 。 例 え ば 災 害 時 の 危 険 な 作 業 は

⑲ 言っていることは間違いではありませんが、一般論を脱していません。技術士試験の論文ですの

で、「これでもかぁ！」というくらいに技術力を示す必要があります。このケースでいうと

CIM/BIM の導入といった国の進めている施策を記述しましょう。また、（３）～（６）の解決策は

すべて ICT 技術の活用による生産性の向上です。この ICT 技術の活用場面は、計画段階→設計調査

段階→施工段階→管理運営段階に分けることができます。計画段階であれば、お示しの PLATEAU を

活用して浸水被害シミュレーションを行う、調査設計段階なら３次元測量データを用いて CIM/BIM

を導入、施工なら CIM データを使って施工管理、管理運営は人が点検しにくい箇所をドローンで調

査しデータを更新といった具合に、小見出しを「ICT 技術の活用」でまとめて、さらにフェーズご

とに区分し説明すれば体系的で読みやすくなると思います。 

⑳ 国の進めている取組み（用語）を用いると評価につながります。→「オープンデータ化」 

㉑ 生産性の向上を図る（効率化を進める）ための解決策なので、この結論は当たり前です。不要。 

⑰ これも抽象的で何の検討なのか不明です。実施するのは誰ですか（解決策は行政目線で書くと良い

です）。 

⑱ 誰が何に活用するのですか。 
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遠 隔 操 作 に よ る 無 人 化 施 工 を 導 入 す る 。 無 人 化 施

工 は 安 全 性 の 向 上 に つ な が る 効 果 も あ る ㉒ 。 ま た 、

中 小 企 業 が 担 う 狭 隘 で 多 く の 工 種 が 錯 綜 す る 工 事

で の 活 用 も 、 官 民 共 同 で 研 究 し I C T 建 設 機 械 の 実

用 化 推 進 を 図 る ㉓ 。       

 

( 6 )  リ モ ー ト ワ ー ク の 活 用  

 現 場 の 品 質 管 理 お よ び 検 査 に 遠 隔 臨 場 を 推 進 す

る 。 工 事 現 場 の み な ら ず 、 第 ３ 者 の 目 で 確 認 す る

こ と で 、 品 質 が 向 上 し 、 手 戻 り 工 事 が 少 な く な る

効 果 が あ る ㉔ 。  

 

㉔ 「工事現場のみならず」とあるので、現場以外の場所を示すかと思いきや第 3 者の目という脈絡が

ない話へそれてしまっています。文脈を考えた場合、工事現場という場所ではなく、現場代理

人」、「主任技術者」などの人であるべきですね。また、第３者とはいったいどのような方なので

しょうか。どのような状況なのかイメージが伝わってきません。さらに、品質が向上するから手戻

り工事が少なくなるのではないと思います。手戻り工事が少なくなるのは、多くの目でチェックし

た結果です。この表現は、遠隔臨場→品質向上→手戻り工事減少というロジックになっています

が、遠隔臨場→品質向上、遠隔臨場→手戻り工事減少とともに遠隔臨場による効果です。 

㉒ 例えばとありますが、前文で示されている効果は、時間短縮と省人力化です。例えになっていない

ですね。ただし、安全性については、例示のあとに記載があるので、文の順序を少しいじると良い

と思います。→「・・・取り組む。さらに、遠隔操作可能な ICT 建機を用いれば、安全性を向上さ

せることもできる。例えば、・・・」 

㉓ 何が狭隘なのですか。なぜ官民共同なのですか。ICT 建機を活用すると最初に述べているにもかか

わらず、ICT 建機の実用化推進とはどういうことなのでしょうか。各事柄に対して説明が不足して

います。 
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●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

 

( 7 ) 工 場 製 品 や プ レ ハ ブ 製 品 の 活 用  

 工 場 製 品 や プ レ ハ ブ 製 品 を 積 極 的 に 活 用 し 、 工

事 現 場 で の 施 工 日 数 を 減 ら し 省 力 化 お よ び 効 率 化

を 図 る ㉕ 。  

 

3 . 波 及 効 果  

・ 上 記 の 解 決 策 を 実 行 す る こ と に よ り 、 企 業 の 体

力 お よ び 競 争 力 を 高 め 、 行 政 コ ス ト の 縮 減 に 寄 与

す る と い う 波 及 効 果 ㉖ が 生 じ る 。  

 

4 . 新 た な 懸 念 事 項 と 対 応 策                          

・ 新 た な 担 い 手 の 確 保 が 進 む こ と に よ り 、 経 験 を

有 し な い 技 術 者 が 多 数 働 く こ と に な る 。 そ の た め

技 術 力 低 下 が 懸 念 さ れ る 。 こ れ ら の 課 題 ㉗ を 解 決

す る た め に は 、 教 育 や 研 修 制 度 の 充 実 、 資 格 制 度

の 積 極 的 な 活 用 お よ び 資 格 取 得 の 義 務 化 を 図 る 。  

㉖ 唐突に企業の体力と競争力が高まることが前提となっていますが、すんなり腹に落ちてきません。

さらに、体力が付いた企業からは建設事業費を圧縮しても良いとの読み方もできてしまいます。生

産性の向上を図ったら、受注額を削られたなどとなったら笑い話にもなりません。波及効果とし

て、不適切です。 

㉕ 具体例があるともっと良くなると思います。 

  →「・・・確認することで、品質向上や手戻り工事の減少といった効果がある。」 
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5 . 必 要 な 要 件 と 留 意 点  

・ 業 務 に あ た っ て は 、 常 に 社 会 全 体 に お け る 公 益

を 確 保 す る 観 点 と 、 安 全 ・ 安 心 な 社 会 資 本 ス ト ッ

ク を 構 築 し て 維 持 し 続 け る 観 点 を 持 つ 必 要 が あ る 。

業 務 の 各 段 階 で 常 に こ れ ら を 意 識 す る よ う に 留 意

す る 。   以 上  

㉗ 些末ですが、複数形ではありません。さらに、課題とは問題を解決するための行動です。「これ」

が指す内容は懸念事項ですから、ここは課題ではなく「問題」ですね。 


